
住民１人当たりの金額：合計５６万６,３５９円� （令和４年３月末人口：３万３,５１８人）
町 税 繰 越 金 財産収入 諸 収 入 使用料および手数料

１４万８,３３３円 １万１,０６０円 ６５８円 ４,４７０円 ６,１２１円

分担金および負担金 繰 入 金 寄 附 金 国 庫 支 出 金 地 方 交 付 税

２,５３２円 １万４,５６１円 １１万８,９４１円 １４万２,３４８円 ３万２,３６４円

県支出金 町 債 地方消費税交付金 依存財源その他

２万７,４４９円 ２万５,５３４円 ２万２,２９１円 ９,６９７円

町税
49億7,183万円

繰越金　3億7,071万円

財産収入　2,204万円

諸収入　1億4,981万円

使用料および手数料
　2億515万円

分担金および負担金
　8,488万円

繰入金　4億8,807万円

寄附金
39億8,667万円

その他　3億2,504万円
［内訳］地方譲与税� 7,946万円
　　　地方特例交付金� 1億128万円
　　　環境性能割交付金� 967万円
　　　利子割交付金� 263万円
　　　その他� 1億3,200万円

合計
189億8,322万円

国庫支出金
47億7,121万円

地方交付税
10億8,476万円

県支出金　9億2,005万円

町債　8億5,584万円
地方消費税交付金　7億4,716万円

収 入収 入

自依

主
存

財
財

源源

◇収　入
　収入は、令和２年度よりも９億５,７５２万円少
なくなりました。これは、令和２年度に実施され
た特別定額給付金給付事業が終了したことにより、
国庫支出金が大幅な減額となったことが影響して
いるものです。
  収入の内訳は、町税など町が主体的に収入でき
る自主財源が約５４.１％であり、国や県からの
交付金や町の借金である町債などの依存財源は約
４５.９％です。
　また、町税は、法人町民税、軽自動車税、町たば
こ税などが増加したため５,５７４万円（＋１.１％）
の増加、寄附金は、ふるさと寄附金が増加したた
め８,２８８万円（＋２.１％）の増加、地方交付税
は、国勢調査人口の増加や、国からの追加交付
が行われたことが影響したため４億８,５２１万円 

（＋８０.９％）の増加となっています。

　収入から支出を引いた額は、７億４,４８０万円で
黒字となっています。このなかには、令和３年度
中に完成しなかったため令和４年度に繰り越す事
業に充てる収入も含まれています。その額を除い
た実質収支は、６億８５３万円の黒字です。

一 般一 般 会 計会 計

令和３年度

町の決算
みなさんが納めた税金や国からの交付金などの
収入を、どのような目的で、いくら使ったかを
お知らせします。
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住民１人当たりの金額：合計５４万４,１３８円
� （令和３年３月末人口：３万３,５１８人）
民 生 費 教 育 費 総 務 費 衛 生 費

１４万６,６９５円 ５万５,９８５円 １２万７,９１６円 ３万５,０１９円

公 債 費 土 木 費 諸支出金 消 防 費

３万２７円 ２万６,０５９円 ６万１,５３１円 １万５,２３０円

農林水産業費 議 会 費 商 工 費 災 害 復 旧 費

４,０５８円 ２,７３０円 ２,１４２円 ３万６,７４６円

○相島漁港沖防波堤災害復旧事業
� １２億２,４６３万円
○相島海底光ケーブル等整備工事
� ５億４,３６２万円
○福祉センター大規模改修工事
� ２億１,９８１万円
○�新宮小学校校舎屋上防水及び外

壁改修工事
� １億６４２万円
○�新宮町立学校校内通信ネット

ワーク整備工事
� ３,３９３万円
○夜臼地区道路改良工事
� ２,８６４万円
○町道的野～寺浦線舗装改良工事
� ２,３１２万円
○�緑ケ浜テニスコート等夜間照明

ＬＥＤ化改修工事
� ２,３１０万円
○�相島漁港第２号護岸消波ブロッ

ク設置他２工事
� １,９６２万円

令和３年度に実施した

主な事業 支 出支 出

合計
182億3,842万円

民生費
49億1,693万円

教育費
18億7,651万円

総務費
42億8,748万円

衛生費
11億7,378万円

公債費
10億644万円

土木費
8億7,343万円

諸支出金
20億6,241万円

消防費　5億1,047万円

農林水産業費
1億3,603万円

その他　13億9,494万円
［内訳］議会費� 9,150万円
　　　商工費� 7,178万円
　　　災害復旧費� 12億3,166万円

◇支　出
　支出は、令和２年度よりも１３億３,１６１万円少
なくなりました。
　目的別にみると、民生費、災害復旧費、諸支出金
などが増え、総務費、土木費などが減っています。
　民生費は、福祉センター大規模改修工事や非課税
世帯等臨時特別支援事業、子育て世帯等臨時特別支
援事業の実施により１１億５６５万円（＋２９％）の
増加、災害復旧費は、相島漁港沖防波堤災害復旧工
事などにより６億６０８万円（＋９６.９％）の増加、
諸支出金は、財政調整基金やふるさと応援基金へ

の積立金などにより５億４,０４４万円（＋３５.５％）
の増加となっています。
　一方、総務費は特別定額給付金給付事業が終了し
たことにより、２６億２,０５３万円（▲３７.９％）減
少、土木費は緑ケ浜町営住宅新築事業が終了したこ
とにより、８億８,５６４万円（▲５０.３％）減少して
います。

令和３年度　町の決算 問い合わせ先　役場政策経営課　☎９６２－０２３０（直）
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相島診療所事業特別会計
　相島にある町立診療所を運営するための会計です。
� 収入　３,６１２万円
� 支出　３,２６８万円
○年間延べ患者数　２,７６５人

簡易水道事業特別会計
　相島の水道事業を運営するための会計です。
� 収入　３,１３８万円
� 支出　３,０３３万円
○給水人口　２３５人

水道事業会計
　相島を除く町の水道事業を運営するための会計
です。水道事業会計は、地方公営企業法が適用さ
れており、複式簿記による経理となります。
� 収益的収入　７億４,８５２万円
� 収益的支出　６億８,３２２万円
� 資本的収入　　　２,１４２万円
� 資本的支出　１億９,５２５万円
○給水人口　３２,７５２人

公共下水道事業会計
　公共下水道事業を運営するための会計です。
　平成３０年度から地方公営企業法が適用されてい
ます。
� 収益的収入　９億５,１７７万円
� 収益的支出　　 ９億３９０万円
� 資本的収入　３億６,５８７万円
� 資本的支出　５億６,６４５万円
○処理区域面積　４４３ha

相島漁業集落環境整備事業特別会計
　相島の下水道事業を運営するための会計です。
� 収入　１,２１６万円
� 支出　１,０５２万円

渡船事業特別会計
　新宮港と相島港の間を運航する渡船を運営する
ための会計です。
� 収入　１億３,４１４万円
� 支出　１億３,１２０万円
○年間乗客数　９万７,０６３人
○年間運航回数　１,９８１回

国民健康保険特別会計
　国民健康保険制度を運営するための会計です。
� 収入　２５億１,７７７万円
� 支出　２４億５,６１８万円
○加入世帯数　３,０２６世帯

後期高齢者医療特別会計
　７５歳以上の人の医療制度を運営するための会計
です。
� 収入　３億７,６３０万円
� 支出　３億７,２７７万円
○被保険者数　２,８９５人

住宅新築資金等貸付事業特別会計
　住宅新築資金などを貸し付けるための会計です。
現在は、新たな貸し付けを行っていないため、返
済事務のみを行っています。
� 収入　６８万円
� 支出　６７万円

特 別特 別 会 計会 計
　特別会計とは、特定の事業の内容や資金の運用
状況をより分かりやすくするために、一般会計と
分けて経理をする会計です。本町には、７つの特
別会計と２つの事業会計があります。

令和３年度　町の決算
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　財政健全化判断比率は、町の財政がどのような状況であるかを判断する比率です。
■健全化判断比率� （単位：％）

区　分 令和２年度 令和３年度 早期健全化基準 財政再生基準
①実質赤字比率 － － １３.９６ ２０.０
②連結実質赤字比率 － － １８.９６ ３０.０
③実質公債費比率 　７.４ 　７.５ ２５.００ ３５.０
④将来負担比率 ５９.８ ３３.５ ３５０.００　 基準なし

①普通会計（一般会計・住宅新築資金等貸付事業特別会計・相島診療所事業特別会計）の赤字の状況
②全会計の赤字と黒字を合算したときの町の赤字の状況
③町の財政規模に対して町債の返済額がどれくらいあるかを表すもの
④町の財政規模に対して、町債など現在町が抱えている負債がどれくらいあるかを表すもの
※①、②は全会計に赤字がないため「－」で表しています。

資金不足比率
会　計　名 令和２年度 令和３年度

水 道 事 業 会 計 － －
公 共 下 水 道 事 業 会 計 － －
渡 船 事 業 特 別 会 計 － －
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 － －
相島漁業集落環境整備事業特別会計 － －

　利用料金で運営する特別会計
の経営状況を判断する比率です。
すべての会計に資金の不足がな
いため、「－」で表しています。

財政健全化判断比率

基　金■基金現在高
基金名 令和２年度 令和３年度

積立基金 ４８億７,８６０万円 ６３億８,８６８万円
財政調整基金 ２４億７８３万円 ２７億９１２万円
減債基金 ６億４,９６３万円 ９億４,９９７万円
災害対策基金 ７０９万円 ７１０万円
ふるさと応援基金 １８億９５５万円 ２７億１,８２３万円
森林環境譲与税基金 ４５０万円 ４２６万円
定額運用基金 １億４,３９０万円 １億４,３９０万円
土地開発基金 １億４,０００万円 １億４,０００万円
国民健康保険高額療養資金貸付基金 １５０万円 １５０万円
国民健康保険出産資金貸付基金 ２４０万円 ２４０万円

合　計 ５０億２,２５１万円 ６５億３,２５８万円

　基金には、将来実施する事業の
財源として積み立てる積立基金と、
特定の事業を運営する資金となる
定額運用基金の２つがあります。家
庭での預貯金に当たるものが、積
立基金です。令和３年度は、ふる
さと応援基金などを４億８,７４１万
円取り崩しましたが、ふるさと応援
基金などに１９億９,７４９万円積み
立てを行ったため基金が増えてい
ます。

町　債
■町債現在高

会計名 令和２年度 令和３年度
一般会計 １４１億９,９９５万円 １４１億２５２万円
渡船事業特別会計 １億１,６３１万円 １億２５万円
簡易水道事業特別会計 １億４,８１７万円 １億４,３２２万円
水道事業会計 １２億８,２９０万円 １１億４,６３６万円
公共下水道事業特別会計 ５５億４,０６９万円 ５４億９,６５４万円
相島漁業集落環境整備事業特別会計 ３,０９１万円 ２,７９４万円

合　計 ２１３億１,８９３万円 ２１０億１,６８３万円

　町債とは、国や金融機関から
の借金のことで、特定の事業を
実施する場合に借り入れること
が認められています。令和３年
度は、相島漁港沖防波堤災害復
旧工事のためなどに町債を発行
しましたが、新たに発行した町
債の額が償還額を下回ったため
現在高は減少しています。
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